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はじめに

　目録システム（NACSIS-CAT）は，図書館が所蔵する学術資料の目録情報（図
書や雑誌のタイトルなどの情報）及び所在情報を全国規模のデータベースとし
て構築するシステムです。
　このシステムには，書誌ファイル，所蔵ファイル及び典拠ファイルがありま
す。
　書誌ファイル，所蔵ファイルにはそれぞれ図書と雑誌の区分があります。
　一方，典拠ファイルには，著者名典拠と統一書名典拠があります。

　NACSIS-CAT では，総合目録データベース内の各レコード（書誌，所蔵，著
者名典拠，統一書名典拠等）はお互いに関連付けられています。この関連付け
のことをリンクと呼んでいます。
　現在の総合目録データベースでは，次のようなリンクが形成されています。

　　　　(1)　書誌　―　所蔵
　　　　(2)　書誌　―　書誌
　　　　(3)　書誌　―　著者名典拠
　　　　(4)　書誌　―　統一書名典拠
　　　　(5)　著者名典拠　―　著者名典拠
　　　　(6)　統一書名典拠　―　統一書名典拠
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　これらのリンク関係は，各目録担当者が総合目録データベースに書誌レコー
ドを登録する際に，必要なレコードとリンクを作成する作業を行うことによっ
て成立するものです。

　本日のこのセッションでは，NACSIS-CAT のこの仕組みの中で，著者名典拠
レコードがどのように利用されているか，その参照機能と作成方法を紹介した
いと思います。

１ 著者名典拠レコードの目的

　NACSIS-CAT においてデータをどのように作成すべきかを示した「目録情報
の基準」（最新版は「第４版」1999年 12月刊行）の p.49に，著者名典拠レコー
ドの目的及び機能として，次の 3点が挙げられています。

　　（１）　書誌レコードの著者標目の形を統一し，一元的に管理する
　　（２）　同一著者による著作の集中を図る
　　（３）　統一された著者標目以外に検索が予想される他の形や，関連する

他の著者標目に関する情報を記録することによって，同一著者に対す
る多面的な検索を可能にする

　第一の項目が目的であり，第二及び第三は，それによって実現される機能で
す。
　著者名典拠レコードの目的は，いろいろな形で著作を公表する著者について，
それぞれの名前をばらばらに登録するのではなく，一つの名前の下にまとめて
管理できるように集約することです。
　例えば，1900 年頃を中心に活躍した文豪である幸田露伴は，「幸田露伴」「蝸
牛露伴」「幸田成行」と３つの名前を使って著作を発表しています。「幸田露
伴」は知られているでしょうが，それ以外の名前については余り知られていま
せん。書誌レコード上に記録された「蝸牛露伴」「幸田成行」が「幸田露伴」
であることを標目の形からも明らかにしておく必要があります。したがって，
「蝸牛露伴」「幸田成行」が著者として記録された書誌レコードでも，著者名
標目としては，「幸田露伴」を記録するようにします。そして，この「幸田露
伴」が標目の統一された形，著者名典拠レコードとなります。
　標目が統一され，著者名典拠レコードとして管理されると，一人の著者が多
様な名前で公表した著作を一つの著者名典拠レコードに集中することが可能と
なります。さらに，他の名前で検索しても，統一された形も含めた検索結果が
もたらされます。

２ 著者名典拠レコードの内容

　それではこれから，目録システムにおける著者名典拠レコードの参照機能を
見てみましょう。
　著者名典拠レコードは，直接検索することができます。その他にも，書誌レ
コードとリンクしていますので，あらかじめ検索した書誌レコードからリンク
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を辿って著者名典拠レコードに到達することもできます。
　ではまず著者名典拠ファイルを検索してみましょう。著者名典拠検索画面が
出ています。

　それぞれのボックスに名前がついています。上から AUTH（著者の名前），
AKEY（著者名の短縮形），PLACE（場所），DATE（時間）について検索語を
入力することができます。
　では，先ほどの「幸田露伴」を検索してみることにします。AUTHに「幸田　露
伴」と入力して検索します。

　すると１件ヒットし著者名典拠詳細表示画面が表示されます。
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　一番上にはこの典拠レコードのレコード ID が＜＞で囲まれて表示されてい
ます。
　HDNG には，統一標目形が記録されています。漢字形の姓名を「，△」（カ
ンマ，スペース）で区切ったもの，及び必要に応じて付記事項（生没年や職業，
専攻などが該当します。この場合は生没年が記録されています）と縦棒二本の
後に標目形の読みが記録されています。
　TYPE には，著者名典拠ファイルに収録することができる著者名典拠の種類
「個人名（p）」「団体名（c）」「会議名（m）」のどれか一つが記録されます。
　DATE には，個人の場合は生没年，団体の場合は設立年及び廃止年，会議名
の場合は開催年を記録します。
　その他にこの画面にはありませんが，PLACEフィールドもあり，これは出生
地もしくは活躍した場所，団体の所在地，会議の開催地を記録することができ
ます。
　SFフィールドは「See From」の略で「から見よ参照形」を記録するフィール
ドです。先ほど例に挙げた二つの名前のほかに，ローマ字形の情報も記録され
ています。また，読み方も二通り考えられるので，検索漏れがないように配慮
されています。このような配慮は，目録作成を行う参加図書館の目録担当者が
後々の利用上の便宜を考えて，ボランタリーで入力しているものです。
　その下に NOTE フィールドがあります。ここにはこの典拠レコードを作成又
は修正することになった根拠資料についての情報が記録されています。新たに
作成された場合には「SRC」，修正された場合には「EDSRC」に続けて根拠の
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資料についての書誌事項が自動的に埋め込まれます。
　又，この画面には出てきませんでしたが，SAF フィールドもあります。こち
らは「See Also From」の略で「からも見よ参照形」が記録されます。これにつ
いては後ほど実例をご覧いただきながらご紹介します。

　NACSIS-CAT システムが自動的に設定するフィールドを含めた著者名典拠レ
コードのレコード項目は以下の表のとおりです。



6

３ 著者名典拠レコードの参照機能

　さて，この著者名典拠レコードのデータ内容についてはご理解いただけたと
思いますので，次に書誌レコードとの関係についてご説明します。著者名典拠
詳細表示画面の右上「書誌一覧」というボタンをクリックします。

　この著者名典拠レコードとリンクしている書誌レコードが表示されます。検
索結果 334件となっています。
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　例えば，この中の 1番目のレコードを詳細表示させてみましょう。

　この資料は幸田露伴の代表作「五重塔」ほかを英訳したものです。画面の AL
フィールドに幸田露伴の標目が日本語表示で入っています。著者名典拠レコー
ドとリンクされていると，このように著者名典拠レコードの HDNG部分が転記
される仕組みとなっています。このフィールドの末尾に，著者名典拠レコード
の ID と同じレコード ID が＜＞で囲まれて記録されています。これは，自動的
に埋め込まれます。この ID があることによって，著者名典拠レコードと書誌
レコードとが相互に参照できる仕組みになっているのです。
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　また，検索したレコードの一つを見ると，「葉末集」というタイトルの後ろ
に記述されている著者名は「蝸牛露伴」となっていますが，前の場合と同様，
AL フィールドには「幸田露伴」の著者名典拠レコードから情報が転記されて
います。
　このように，書誌レコードでの責任表示は，資料に表示されているままを記
録することになりますが，著者名典拠としてコントロールされた情報は AL
フィールドに記録され，この情報が書誌レコードと典拠レコードをつなぐ役割
を果たしています。
　では，ここで，別の著者名典拠レコードを見てみましょう。著者名典拠検索
画面で「栗本　薫」と検索してみます。

　すると検索結果が２件となって「栗本，薫」と「中島，梓」が表示されます。
実はこの二つの名前はいずれも同一人物を表しています。作家としてのペン
ネーム「栗本薫」と，評論家としての本名「中島梓」とを使い分けて著作を著
している，この例のような場合は，特例として一人の人物に対して複数の著者
名典拠レコードを作成することができます。
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　そしてそれぞれのレコードの中で，お互いの著者名典拠レコードを指し示す
情報を SAF フィールドに記録しておきます。このフィールドの末尾に ID が記
録されることによってお互いがリンクされることになります。これによって，
どちらか一方の名前で検索を行っても別の名前のレコードも漏れなく検索する
ことが可能となります。
　ちなみに両方のレコードがリンクしている書誌レコードを見てみると，「栗
本薫」では 142件，「中島梓」では 23件となっています。
　さて，これまでは著者名典拠レコードから参照機能を見てきましたが，今度
は書誌レコードから見てみましょう。
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　この書誌レコードには，共著者が二人います。そのため，著者名典拠レコー
ドとのリンク関係を表す AL フィールドが二つあります。それぞれのフィール
ドの末尾にある ID をたどれば該当する著者名典拠レコードを参照することが
できます。
　さらにその著者の別の著作を調べるために今度は書誌一覧を表示させること
もできます。このようにして次々と関連する書誌レコード及び著者名典拠レ
コードを検索表示することができるため，特定主題に関する資料を探す場合な
ど非常に有効です。

４ 著者名典拠レコードの作成

　ここまでは，既に出来上がっていた著者名典拠レコードを元に，どのような
利用ができるのかを見てきました。以下では，どのように著者名典拠レコード
が作成されるのか，について紹介します。
　もっとも著者名典拠レコードの作成といっても，それだけが独立した作業で
はなく，書誌レコード作成作業の中の一工程となっています。そこで，まず書
誌レコード検索を行い，ヒットレコードを利用して書誌データを作成します。
　今回は，「安藤昌益・現代・中国：中日安藤昌益学術討論会文集」という中
国で刊行された資料を例にしてご説明しましょう。
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　この画面は，「安藤昌益・現代・中国：中日安藤昌益学術討論会文集」の書
誌レコードを作成するために，CHINA MARC からの流用入力を行って，著者
名典拠関係の作業以外については作業を終えた段階です。これから著者名典拠
レコードとのリンク作業を行います。
　書誌レコードの AL フィールドに「王守華」「李彩華」｢中日安藤昌益学術討
論会｣という文字が入っています。この状態で「リンク」ボタンをクリックす
ると，まず「王守華」を検索キーとして著者名典拠ファイルを自動的に検索し
ます。
　その結果，総合目録データベースに該当するレコードがあれば，総合目録デー
タベースの内容を表示します。なければ参照ファイル中の該当データを表示し，
それでもなければ検索結果０件と表示されます。

　総合目録データベースに該当レコードがあった場合は，その著者名典拠レ
コードと書誌レコードとを入力担当者がリンクします。ない場合は，新たに著
者名典拠レコードを作成した上で書誌レコードとリンクすることになります。

　この場合，著者名典拠ファイルに該当するレコードがなかったため，「新規」
ボタンをクリックして新規レコード作成用のフォームを表示させ，それにした
がってデータを記述します。
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　HDNG フィールドにはその著者の名前及び生没年等の付記事項と名前の読み
を記述します。DATE 及び PLACE フィールドは，判明している場合には記録
します。SF フィールドには後の利用を考えて検索の可能性の高い別名称等があ
れば記録しておきます。そして，NOTE フィールドにはこの典拠レコードを作
成することになった根拠の資料について記録するほか，この著者について同定
する上で必要な情報を記録します。
　必要な情報を記述した後，「リンク確定」ボタンをクリックすると，著者名
典拠レコードとして登録されます。この時点で，登録しようとしている著者名
典拠レコードの HDNGフィールド（名称）について，既に登録されている著者
名典拠レコードのものと同一形になっていないかが自動的にチェックされます。
まったく同一の形であった場合には登録できませんので，新たに作成するレ
コードの名称に，付記事項を追加して区別しなければなりません。

　このようにして書誌レコードにある AL フィールドの数だけ同様の作業を繰
り返します。その結果，書誌レコードの AL フィールドには著者名典拠レコー
ドとして確定された標目が転記されて表示されることになります。こうするこ
とによって典拠コントロールされた名前で検索することが可能となるわけです。
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５ 著者名典拠レコードの作成支援

５．１参照ファイルの導入
　著者名典拠レコードは，以上の作業を経て作成されます。書誌レコードの場
合と同様に，著者名典拠レコード作成においても，作成作業を支援する目的で
参照ファイルが用意されています。
　各国の国立図書館等では，書誌情報や典拠情報の国際的な交換及び相互利用
を行うために，標準的な書誌情報，典拠情報を機械で読める形で作成し提供し
ています。これを MARC（MAchine Readable Cataloging）といいます。国立情
報学研究所ではこの MARC を導入し，フォーマット変換を行い参照ファイル
として NACSIS-CATの中で提供しています。
　MARCとしての国際標準として UNIMARCというフォーマットがあります。
米国議会図書館の作成する MARC のフォーマットである USMARC フォーマッ
トが事実上の標準となっています。また，日本の国立国会図書館が作成する
MARCはUNIMARCフォーマットに準拠した JAPAN/MARCフォーマットです。
このように，流通している MARC にはいくつかのフォーマットが存在してい
ます。国立情報学研究所で行っているフォーマット変換の目的は，導入する
MARC によるレコードフォーマットの違いを吸収し，NACSIS-CAT における運
用方式の一元化を図ることにあります。
　具体的な変換方法として JAPAN/MARCの変換仕様を以下に掲げます。
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　JAPAN/MARC 著者名典拠ファイルでは，漢字形，カナ形及びローマ字形と
いう文字種毎のデータを，制御サブフィールドを用いてフィールドを繰り返す
ことによって表現しています。例えば標目表示形に当るフィールド 200 の部分
では，カナ形の場合，制御サブフィールド$7 に dc が，ローマ字形の場合には
baが設定されています。漢字形の場合は，デフォルトとして省略されます。
　標目表示形となる部分は，フィールド 200の$a，$b，$c，$d，$g，及びフィー
ルド 301の$aで構成されます。フィールド 200の$a，$b，$cが個人名の姓と名
にあたるデータです。付記事項は，世系を表す$d，その他の付記事項を表す$g，
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さらに生没年を表すフィールド 301$a を利用して丸括弧の中に収めます。生没
年等は$f にも記録されていますが，この部分のデータは，西暦年の後に｢生｣と
いう文字が付与された形となっていて NACSIS-CAT での記述方法と異なってい
るため，こちらは採用せずに変換時にはフィールド 301$aを使っています。
　これに対して標目表示形の読みの場合は，同じフィールド 200 が繰り返され
ているうちの制御サブフィールド$7が dcの場合だけを探して編集しています。
　以下同様に，から見よ参照の場合も，からも見よ参照の場合も，制御サブ
フィールドの有無によって編集方法を変えながら変換しています。
　JAPAN/MARC 著者名典拠ファイルは，現在のところ，国立国会図書館が昭
和 23年以降に受入整理した資料に基づいて作成された日本人著者名典拠レコー
ド（個人名）だけが収録対象となっていて，団体名や会議名については対象と
なっていません。
　一方，USMARC 著者名典拠ファイルでは，個人名のほかに，団体名及び会
議名も収録対象となっています。
　個人名の標目表示形となる部分は，フィールド 100の$a（姓名），$b（世系），
$c（名前と結びついた称号等），$d（生没年），及び$q（名前の完全形）で構成
されます。付記事項は，$b，$c 及び$d を「，△（スペース）」で区切って編集
し，さらに$qを丸括弧に中に入れて編集します。
　団体名の場合は，フィールド 110の$a（団体の名称），$b（下部組織），$c（会
議の開催地），$d（会議の開催日又は設立日），及び$n（パート，セクション又
は会議の番号）で構成されます。標目表示形の基本部分は，$a，$b を「△」で
区切って編集します。付記事項は，丸括弧を付して$n，$d 及び$c を「△：△」
で区切って編集します。
　会議名の場合は，フィールド 111の$a（会議の名称），$c（会議の開催地），$d
（会議の開催日），$e（下部組織），$q（会議の名称に続く名称）及び$n（パー
ト，セクション又は会議の番号）で構成されます。標目表示形の基本部分は，
$a，$e，$q を「△」で区切って編集します。付記事項は，丸括弧を付して$n，
$d及び$cを「△：△」で区切って編集します。
以下，から見よ参照の場合も，からも見よ参照の場合も同様に変換します。

５．２リンク形成作業中の支援
　目録システムでは，入力担当者が典拠リンク作業を行っている過程で，該当
する典拠レコードが総合目録データベース又は参照ファイルに存在しなかった
場合には，新規に典拠レコードを作成する必要があります。
　通常，リンク作業のはじめに行う検索の時には，参照ファイルを流用して書
誌レコード作成を行っていれば，書誌レコードの AL フィールドに記録されて
いる情報を利用しますが，様々な形で検索を試みていくと AL フィールドに記
録されていた情報が跡形もなくなってしまうことがしばしばあります。
　そのような場合でも，典拠レコードを新規に作成する時点で，参照ファイル
で採用されていた著者標目を利用できるように，書誌レコードの AL フィール
ドの情報を自動的に再利用できるようにしています。
　これによって，典拠レコード検索時に検索キーをあれこれ変更して検索する
機会を増やし，典拠レコード検索における検索漏れを減らすことが可能となっ
ています。また，典拠レコード新規作成時の省力化にもつながっています。
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６ 著者名典拠レコードの修正

　NACSIS-CAT のレコードのうち，書誌レコードと典拠レコードは，参加機関
が共有しているレコードであり，その品質の維持については，第一に各データ
入力担当者が確認作業を行うことになっています。すなわち，NACSIS-CAT で
は，データ入力担当者は誰でも典拠レコードの修正をすることが可能であり，
そのためのルールが定められています。
　典拠レコードを修正するためには，「目録システムコーディングマニュア
ル」第 25 章に定められている「著者名典拠レコード（日本名）修正」指針に
従って作業を行う必要があります。
　その指針では，ある定められたフィールドに対して修正を行う場合には，そ
の結果を国立情報学研究所に報告する義務が生じます。そうすることによって，
重要な修正が行われた場合の確認と，その典拠レコードを利用している参加機
関への修正の周知が可能となります。ただし，書誌レコードの場合のように，
レコードの作成館に対して連絡をとって協議する方法は採用していません。
　ところで，書誌レコードにおける ALフィールド，典拠レコードにおける SAF
フィールドのような，リンク関係を表現するために用意されたフィールドには，
対応する典拠レコードの ID以外に標目形も転記されています。
　そのため，修正指針に従って典拠レコードが修正された場合，対応する書誌
レコード又は典拠レコードの該当部分も合わせて修正しておかないとデータの
整合性が取れなくなってしまいます。そこで，NACSIS-CAT では，リンク元レ
コード（典拠レコード）が修正されると自動的にそれぞれのリンクフィールド
も書き換えるような仕組みになっています。

おわりに

　以上，NACSIS-CAT における著者名典拠レコードの参照機能とレコード作成
方法とをご紹介しました。
　2000 年 12 月末現在で，NACSIS-CAT におけるデータベースの収納件数は，
図書書誌レコードが約 560 万件，図書所蔵レコードが約 5,050 万件，そして著
者名典拠レコードが約 115 万件となっています。1984 年 12 月に，共同分担目
録を標榜して運用を開始してから 16 年で，これだけの規模のデータベースに
成長したことになります。
　このように発展してきた NACSIS-CAT の中で，著者名典拠レコードが果たし
てきた役割や特徴などをまとめれば次のようになります。

(1) NACSIS-CATで著者名典拠のコントロールをすることによって，従来各
　図書館において個々に行われてきた典拠コントロール作業を省力化，集中
　化することが可能となった。
　(2) 共同分担目録の一環として，全国の目録担当者が，データ修正指針など
　　の標準化されたマニュアル類に基づいて，著者名典拠データの入力，確認，
　　充実などに従事することによって，典拠コントロールの意義と重要性につ
　　いて，共通理解が深まった。
　(3) 典拠ファイルとして独立してデータベースがあるのではなく，リンクと
　　いう仕組みを通して書誌データベースと密接に連携している。このことに
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　　よって，典拠コントロールをシステム的に効率的に実施することが可能と
　　なっている。
　(4) リンクされていることによって，典拠レコードの維持管理が非常に容易
　　になっている。
　(5) 標準的なMARCデータベースを参照ファイルとして導入することによっ
　　て，典拠レコード作成に掛かる負担の軽減を図ることが可能となった。

　NACSIS-CATは，2000年 1月から中国語資料に関する目録データを入力でき
るようになったところであり，2002 年にはハングル資料の入力環境を整えるこ
とを計画しています。さらにアラビア語，タイ語など非欧米系言語の資料につ
いての入力環境整備が予定されています。
　その中で，著者名典拠についても，それぞれどのように取扱っていくかを検
討することになっており，この検討結果を基によりよいシステムへの改良やマ
ニュアル整備を進めていくことになります。


